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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、NK細胞およびT細胞上の免疫系活性化受容体であるナチュラルキラーグループ2メンバーD（NKG2D）のリガンドです。コードされているリガンドがNKG2Dに結合すると、JAK2、STAT5、ERK、PI3Kキナーゼ/Aktなど、複数のシグナル伝達経路が活性化されます。また、サイトメガロウイルス感染細胞では、このリガンドはUL16糖タンパク質に結合し、免疫系の活性化を阻害します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年11月]
	研究分野
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	ULBP1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

